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供給力確保の状況（８月）
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原子力
337万kW

節電要請（H24/5/19）時点昨夏実績（H23/8/9）（万kW）

2,947万kW

揚水
448万kW

他社・融通
522万kW

火力
1,415万kW

水力
225万kW

揚水
223万kW

他社・融通
644万kW

火力
1,472万kW

水力
203万kW

2,542万kW

▲337万kW

▲225万kW

＋121万kW

＋57万kW

▲22万kW

※四捨五入のため合計が合わないことがあります。

大飯3号機再稼動後

揚水
276万kW

他社・融通
644万kW

火力
1,472万kW

水力
203万kW

2,713万kW

＋53万kW

原子力
118万kW

＋118万kW

○節電要請（H24/5/19）時点の供給力は、２,５４２万ｋＷでした。

○大飯３号機の再稼動により、原子力（１１８万ｋＷ）・揚水（５３万ｋＷ）の供給力が増加するため、今夏の供給力は、１７１万ｋＷ

増加し、２,７１３万ｋＷとなる見通しです。



大飯発電所３号機の再稼動に伴う、揚水供給力の増加と需給ギャップの状況
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揚水動力量
3,955万kWh

最大電力
2,987万ｋＷ

揚水発電必要時間 約12時間

揚水除き供給力
2,319万kW

＜再稼動前＞

揚水供給力
223万kW
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②揚水動力量の増加
（＋383万kWh）
4,338万kWh

＜再稼動後＞

③揚水発電必要時間の減少
約11時間

④揚水供給力の増加
（＋53万kW）
276万kW

①揚水除き供給力の増加
（＋118万kW）
2,437万kW

②発電可能量の増加
（＋268万kWh）
3,036万kWh

23222120191817161514131211109876543210 （時台）

（万kW）

23222120191817161514131211109876543210

（万kW）

発電可能量
2,768万kWh

供給力
2，542万ｋＷ

最大電力
2,987万ｋＷ

供給力
2，713万ｋＷ

需給ギャップ
▲445万kW
（▲14.9％）

需給ギャップ
▲274万kW
（▲9.2％）

①大飯３号機の再稼動に伴い、揚水を除いたベース供給力が増加します（＋118万kW）。

②夜間を含めたベース供給力の増加に伴い、上池に汲み上げ可能な水量（揚水動力量）及び時間が増加し 、

揚水発電可能量が増加します（＋268万kWh） 。

③また、夜の汲み上げ時間が長くなり、昼間の揚水発電時間が減少します（約12時間 → 約11時間） 。

④その結果、揚水発電可能供給力が276万kWまで増加します（＋53万kW） 。

原子力（118万kW）と揚水（53万kW）による171万kWの供給力増加により、需給ギャップは改善し、

▲445万kW（▲14.9％）から▲274万kW（▲9.2％）となります。

※揚水供給力には他社分（混合揚水16万ｋＷ）含まず。

（参考）他社分を含めた場合の揚水供給力
＜再稼働前＞：239万KW
＜再稼働前＞：292万KW


